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２００４年３月３１日 
 

明治安田生命 入社式  社長挨拶（要旨） 

 
  ２００４年１月に誕生した明治安田生命保険相互会社（社長 金子亮太郎）は、本日２００４

年３月３１日（水）に、新会社発足後、初めて迎える「第一期生」となる新入職員の入社式を

行ないました。 
  今回の入社式の運営については、２００２・２００３年４月入社の職員に対し、「新会社ら

しい、今までにない入社式のかたち」についてアイディアを募集し、その要望が実現したもの

です。具体的には、新入職員が経営トップ層と初めてコミュニケーションを図る場として、「立

食パーティー形式」にて開催し、席上、新入職員の代表者が、経営トップ層に対し、自分たち

が考える「理想の企業像」について提言（プレゼンテーション）を行なう予定です。 
  以下、入社式の実施概要と、社長挨拶（要旨）をお知らせします。 
 

【 ２００４年度  明治安田生命 入社式  実施概要】 
 
 １．日  時 ２００４年３月３１日（水） １８時～１９時１５分 
 

２．会  場 明治安田生命保険相互会社  本社（丸の内）７階講堂 

 
３．出席者 ２００４年４月入社 新入職員２１５人（全国）(人) 

 
総合職 

特定 

総合職 
一般職 合 計 

新入職員    ９７ １０８ １０ ２１５ 

※「特定総合職」は、新会社で新設した職種で、勤務地限定の総合職という

位置付け。入社後は、生命保険事業の中核業務（団体保険営業・個人保険

販売者支援等）を中心に担当し、一定期間経過後は、総合職に準ずる幅広

い職務を担当。 
 

４．式次第 ・18時00分  開会 
  ・18時10分  社長挨拶 
  ・18時20分  新入職員決意表明 

（「理想の企業像」を経営トップ層に提言） 
  ・18時35分  乾杯・懇談 
                ・19時15分  閉会 

以 上 
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社長挨拶（要旨） 
 
明治安田生命の「第一期生」を心から歓迎 
 
○明治安田生命は、明治生命と安田生命の「歴史と伝統」を継承しながら、「新しい知

恵と力」を出し合い、２００４年１月１日に、日本で「一番若々しい生命保険会社」

として誕生。 
 
○新会社の誕生は、「大手生命保険会社」同士の「相互会社形態での合併」という、世

界の生命保険業史にも例を見ない「大きな挑戦」であり、数多くある企業の中から 
就職活動の時点では「まだ誕生していない明治安田生命」を「自分の将来を託す企業」

として選ばれた皆さんを心から歓迎したい。 
 
○「明治安田生命の挑戦」に共感し、その中で皆さんの「自己実現」も果たしていきた

いという思いで入社されたことと思うが、そうした皆さんの期待に応え、この明治安

田生命を「明るく、楽しく、やり甲斐を持って働ける会社」、他のどの会社よりも「チ

ャレンジングでエキサイティングな会社」にしていかなければならないと、社長とし

て肝に銘じている。 
 
新入職員の皆さんに期待すること  

 

○「日本で一番若々しい生命保険会社」――21世紀のわが国生命保険事業を先導する「若

きパイオニア集団」を標榜する明治安田生命とって一番重要なことは、文字通り「若

手・中堅職員」が思う存分に活躍できる「場」を増やしていくことであり、私は、そ

の「環境づくり」こそが幹部役職員の責任であると、幹部役職員に要請している。 
 
○「日本で一番若々しい生命保険会社」の「第一期生」である皆さんは、過去の成功体

験や様々なしがらみにとらわれることなく、柔軟な発想ができる「若い世代」である

と大いに期待している。「創造的破壊」によって「新機軸」を生み出せるのも「若い

世代」であり、「新しい付加価値」を生む「知識と技術と感性」を持っているのも、

言うまでもなく「若い世代」だ。 
 

○志をどこまでも高く掲げ、斬新な発想とチャレンジングな行動力で、「お客さまから

最も信頼される生命保険会社」という目標実現の舞台に、「第一期生」として胸を張

って堂々と参画していただきたい。また、生命保険事業のベースにある相互扶助、人

間愛の精神を思い抱いて仕事に取り組んでもらいたい。 
 
○「お客さまから最も信頼される明治安田生命」実現に向かって、共に頑張っていこう。 
 

以上 


